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⊥-盛豊　色東レーザでは,色覚溶泉をXソフ｡で額魔王せてレーザ免破き行うのが鋤である勘
その液量または見直につりて月度した努鋤は離されてりなりよう7.ある｡今回′色素の車凍直

見とレーザ出力との痴像を測定したところ畢攻めろ蔀寛が偽られたので嶺各する｡

皇し賞駿東基軸圧銅兼円筒へ舟の食通一位置
に,フヲヮ/iラソ7* (3T｡け)とそ壊せ)V (内餐雫

宜* ]oo*-vl)を配置し.敵IU/O~牛坤L/eのローダミ
ン66- (溶媒メチルプ)レコー)レ)を食凍雲老た｡綱｡

2は色素丸畳朗替わよ裾緑を荊灸周の艶珍泉7,コック

Aおよ1A"Bはバイjfス郵Cは色泉の乎力兎産を割愛

するため動放て,ある｡すなわち, Aおよび8老兵に痢

銅と最大級0.7肇′ Aのみを痢くと0･S懲ノ史に
Bを画筆最終液温0.5髄を絡た｡レーザ虫カの剥i'jfeli,
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PINs'リコン7>Vダイオードを掛㌧バ)レス幡約3　m

JiS <0ピーク膚を磯3煉って解った｡なお,トリ>7¥-
ブレス各のフラッシュラン74の歌麿を婁髭尭させろた均

fij. 1には7T,してり射)が, yて-親密伊藤(獅U鹿
阜im瀬濠や射OmA,負荷賂娩50KQ.)セ璃如し,

軸31:允サようにレーザ缶カの笹薮化せ惑ったo

- '/_莞志慧碧至莞悪声敵勢
67

i.∫

Fiか1いずヘット

o　　ユ　　2　　3　　4　　5　　6

発濃蘭玖

Ffy.3　yて一族庵とレーザ出力畢定化



ち.牽顧慮泉 F唱･与は,単一/fIuス発我忠カの免盛儀各蛙てある｡レーザ発猛のしき､櫓は魂藍
t'S画像に河-であり′いず虫か‡入かこ比倒して単純に勅してりろbS,老嚢蕗象を鯛で吃
る方が額舜させな1滴より缶が替えの傾向がえきく務われていろ｡ここて虜息Oの測定値は,〟)V

ス務蜘桝句の色覚を労金にえ摂し′色泉如瑠史するまで東食鳴動をお､ ,てから攻の/細入舞
猿を替った砲のも8)7､あろ｡こ孤立,魯泉溶液搬誉七たま､務級を練り逸寸と′麹的Lげ冴各
のたg)に虫カが次麓に低下し, 5-6発射二はレ

ーザ牽強が離してしまうわうである｡ Fit- 5度′
縁り盈し棉レス番線レーザ出力の鹿蜘性を売

したもので,流産0.3†鳩何故で繰り返し周魂数と雪
は聾痢俵にレーザ出力が駄Yなり,その後免藍
の増加と泉

またノブ軸･諾蛋鎧喜鷲
孝允していろ｡芸W
におけるレ-ザ　叶

忠カの漁り乱しR/;綾瀬蕃姓を允したものであり,

0.6Hヱ何故で最大出力が得られてし'ろが,級の
傾向番把の海象につt )ても魔刺された｡

4.鋸歯　レーザお力の色素鹿速簸各姓を牽勧
1廊したYこち,レーザ出力を最大とする濠亀
建直溺あり,これはバ)レス革液の練り直し周波数
とは禽ぬ魚であるこYがfOJ}一
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注解ガスの気泡尤篤を男鹿し瑚転封を行う予定
であろ｡
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